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１．確
たし

かな学力
がくりょく

について 

「確
たし

かな学力
がくりょく

」とは、文部
も ん ぶ

科学省
かがくしょう

によると、「知識
ち し き

・技能
ぎ の う

に加
くわ

え、学
まな

ぶ意欲
い よ く

や、自分
じ ぶ ん

で課題
か だ い

を見
み

つけ、自
みずか

ら学
まな

び、主体的
しゅたいてき

に判断
はんだん

し、行動
こうどう

し、よりよく問題
もんだい

を解
かい

決
けつ

する資質
し し つ

や能力
のうりょく

」と

言
い

われています。「どうすれば～できるのだろう」「なぜこうなるの」「やってみよう」など、

これまで身
み

に付
つ

けてきた知識
ち し き

や技能
ぎ の う

を使
つか

って、課題
か だ い

や問題
もんだい

に対
たい

して自分
じ ぶ ん

からすすんで取
と

り

組
く

もうとする力
ちから

です。 

学校
がっこう

では、子
こ

どもたちが将来
しょうらい

社会人
しゃかいじん

として自立
じ り つ

していくための基礎
き そ

となる「確
たし

かな学力
がくりょく

」

を身
み

につけることができるよう取
と

り組
く

んでいます。特
とく

に、「読
よ

むこと」「書
か

くこと」「計算
けいさん

す

ること」は、欠
か

かすことのできない「生
い

きるための力
ちから

」です。「確
たし

かな学力
がくりょく

」を身
み

につけ

るために、習熟度
しゅうじゅくど

別
べつ

・少人数
しょうにんずう

授業
じゅぎょう

や授 業 力
じゅぎょうりょく

向上
こうじょう

のための授業
じゅぎょう

研究会
けんきゅうかい

を行
おこな

っています。   

苅田南小学校では、「確
たし

かな学力
がくりょく

」を子
こ

どもたちが身
み

につけるために「家庭
か て い

学習
がくしゅう

の手引
て び

き」

を作成
さくせい

しました。学校
がっこう

と家庭
か て い

が協 力
きょうりょく

することで、その成果
せ い か

を何倍
なんばい

にもすることができます。 

ご家庭
か て い

で、「家庭
か て い

学習
がくしゅう

の手引
て び

き」を活用
かつよう

していただくようお願
ねが

いします。 

 

 

 

２．家庭
か て い

学習
がくしゅう

について 

子
こ

どもたちがすすんで学習
がくしゅう

する習慣
しゅうかん

を身
み

につけることで、幅広
はばひろ

い知識
ち し き

を得
え

ることができ

たり、課題
か だ い

と向
む

き合
あ

い諦
あきら

めずに挑戦
ちょうせん

したりする力
ちから

が身
み

につきます。自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

習慣
しゅうかん

を定着
ていちゃく

させるためには、学校
がっこう

だけでなく子
こ

どもたちが一番
いちばん

安心
あんしん

できる環境
かんきょう

である家庭
か て い

との連携
れんけい

・

協 力
きょうりょく

が不可欠
ふ か け つ

です。 

家庭
か て い

学習
がくしゅう

を行
おこな

い、家庭
か て い

で見守
み ま も

られ励
はげ

まされることで、子
こ

どもたちは自分
じ ぶ ん

らしさをもつこ

とや努力
どりょく

をすることに自信
じ し ん

をもてます。また、家族
か ぞ く

と将来
しょうらい

について考
かんが

えたり、コミュニケ

ーションを図
はか

ったりすることができます。 

 子
こ

どもたちが将来
しょうらい

社会人
しゃかいじん

として自立
じ り つ

していくために、学校
がっこう

と家庭
か て い

が連携
れんけい

し「確
たし

かな学力
がくりょく

」

を育
はぐく

んでいきましょう。 

 

 

 

３．家庭
か て い

学習
がくしゅう

の仕方
し か た

 

①学校
がっこう

からの「宿題
しゅくだい

」を最初
さいしょ

にします。 

②「家庭
か て い

学習
がくしゅう

の手引
て び

き」の中
なか

からやることを選
えら

んでします。 

③宿題
しゅくだい

と自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

が終
お

わったら次
つぎ

の日
ひ

の時間割
じ か んわ り

を合
あ

わせます。 

※子
こ

どもたちのがんばりを大
おお

いにほめてあげてください。（自信
じ し ん

アップ！やる気
き

アップ！） 

 特
とく

に低学年
ていがくねん

は、学習
がくしゅう

中
ちゅう

できる限
かぎ

り近
ちか

くで見守
み ま も

ってあげてください。 
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４．家庭
か て い

学習
がくしゅう

のめやす(宿題
しゅくだい

＋自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

の時間
じ か ん

です) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．家庭
か て い

学習
がくしゅう

で大切
たいせつ

にしたいこと 

①家庭
か て い

学習
がくしゅう

時間
じ か ん

の確保
か く ほ

 

 習
なら

い事
ごと

や塾
じゅく

などで、忙
いそが

しいお子
こ

さんもいると思
おも

います。また、保護者
ほ ご し ゃ

のみなさんも、仕事
し ご と

などで、なかなか時間
じ か ん

が作
つく

れない方
かた

もいらっしゃると思
おも

います。短
みじか

い時間
じ か ん

でも構
かま

いません

ので、「何時
な ん じ

から何時
な ん じ

まで勉強
べんきょう

する」ということを、お子
こ

さんとよく話
はな

し合
あ

って時間
じ か ん

設定
せってい

を

し、学習
がくしゅう

に取
と

り組
く

ませてください。 

 

 

②家庭
か て い

での学習
がくしゅう

環境作
かんきょうづく

り 

 テレビを見
み

ながら学習
がくしゅう

をしたり、机
つくえ

の周
まわ

りに気
き

が散
ち

るものがあったりして集 中
しゅうちゅう

できな

い環境
かんきょう

だと、学習
がくしゅう

の効果
こ う か

が上
あ

がりません。落
お

ち着
つ

いた学習
がくしゅう

環境
かんきょう

になるよう、ご家庭
か て い

での

工夫
く ふ う

をお願
ねが

いします。 

 

 

③ほめる・伸
の

ばす 

 子
こ

どもの学習
がくしゅう

を見守
み ま も

り、がんばりをほめる。そして、言葉
こ と ば

や文字
も じ

で伝
つた

える。そうするこ

とで、子
こ

どもは努力
どりょく

する自分
じ ぶ ん

に自信
じ し ん

をもち、どんどんやる気
き

を出
だ

します。子
こ

どもの可能性
か の うせ い

は

無限
む げ ん

大
だい

です。お子
こ

さんの様子
よ う す

を見
み

ながらできる限
かぎ

り、見守
み ま も

ってあげてください。 

 

 

６．規則正
き そ く た だ

しい生活
せいかつ

を 

・家
いえ

に帰
かえ

ったら、まず宿題
しゅくだい

(学習
がくしゅう

)に取
と

り組
く

ませてください。 

・寝
ね

る前
まえ

にお子
こ

さん自身
じ し ん

で、次
つぎ

の日
ひ

の学習
がくしゅう

の準備
じゅんび

をさせてください。 

・早寝
は や ね

・早
はや

起
お

きをさせ、規則正
き そ くた だ

しい生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

を身
み

につけさせてください。 

・朝 食
ちょうしょく

を毎日
まいにち

とることで、元気
げ ん き

な一日
いちにち

を過
す

ごせます。必
かなら

ず食
た

べさせてください。 

・遅刻
ち こ く

をしないように、お子
こ

さんを送
おく

り出
だ

してください。 

・テレビ・ゲームなどは、お子
こ

さんと話
はな

し合
あ

って時間
じ か ん

を決
き

めてください。 

 

めやすは（学年
がくねん

×１０分
ぷん

） 

１・２年生
ねんせい

  １５～２０分
ぷん

 

３・４年生
ねんせい

  ３０～４０分
ぷん

 

５・６年生
ねんせい

  ５０～６０分
ぷん
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① きょうかしょ・ノート・したじき 

② ふでばこ（えんぴつをけずる） 

③ しゅくだい・れんらくちょう 

④ ハンカチ・ティッシュ・きゅうしょくナフキン 

 

 

１．かていがくしゅうの てじゅん と ポイント 

  

① テレビをけして、 しゅうちゅうしましょう。 

② つくえのうえを、きれいにしましょう。 

③ べんきょうするじかんを、きめましょう。 

④ しせいをただして、べんきょうしましょう。 

⑤ しゅくだいとおんどくを、まいにちしましょう。 

⑥ しゅくだいがおわったら、ほかのがくしゅうをしてみましょう。 

⑦ １・２年生のかていがくしゅうのじかんは、１５～２０分くらいがめやすです。 

⑧ かていがくしゅうがおわったら、あしたのじゅんびをしましょう。 

 

 

 

 

 

 

２． べんきょうのしかた 

 

１） 本をよむ 

 ☆きょうかしょを すらすらよめるように れんしゅうしましょう。 

 ☆かいわ文「  」、てん「、」まる「。」に きをつけてよみましょう。 

 ☆がっこうや としょかんで 本をかりて よみましょう。 

  （おうちの人に よんでもらっても いいです。） 

２） こくごのがくしゅう 

 ☆ならったひらがな かたかな かんじを ただしくかけるようにしましょう。 

 ☆かきじゅんに きをつけて かきましょう。 

 ☆きょうかしょの 文しょうを ノートに ていねいに うつしてみましょう。 

 ☆きょう たのしかったことや うれしかったことを、にっきに かきましょう。 

３） さんすうのがくしゅう 

 ☆けいさんドリルや いえにあるもんだいしゅうなどに チャレンジしましょう。 

 ☆すうじは ただしいかきじゅんで かきましょう。 

 ☆みなおしを しましょう。 

 ☆まちがえたもんだいは、もういちど チャレンジしましょう。 

 ☆けいさんカードを くりかえし よみましょう。 

 ☆たしざん ひきざんなどの ぶんしょうもんだいを つくってみましょう。 

４） べんきょうがおわったら 

 ☆べんきょうしたことを おうちのひとに みてもらいましょう。 

 ☆えんぴつをけずり、ふでばこの中を せいりしましょう。 

 ☆あした つかうものを、よういしましょう。 

かていがくしゅうのてびき（１・２ねんせい）

学習
がくしゅう

習慣
しゅうかん

をつける１年生
ねんせい

 

 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.privateteachertruancy.com/img/page/gakushu.jpg&imgrefurl=http://www.privateteachertruancy.com/merit/person.html&h=637&w=908&tbnid=FeiSgN2ly0aQiM:&docid=ns6nlqxFjbAZrM&hl=ja&ei=ebeUVpjlI4WV0gS_oo_YBQ&tbm=isch&ved=0ahUKEwjYhezk66PKAhWFipQKHT_RA1sQMwhkKD4wPg
http://illpop.com/png_school/supplise_a24.htm
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１．家庭学習の手順 

①テレビを消して、机の上をきれいにかたづけましょう。 

②時間を決めて早めに始めましょう。（めやすは３０分から４０分です） 

③正しいしせいで勉強しましょう。 

④宿題と音読を毎日しましょう。 

⑤宿題が終わったら、自主学習（予習・復習）をしましょう。 

 各自ノートを１さつ用意しましょう。 

⑥家庭学習が終わったら、明日のじゅんびをしましょう。 

 

２．自主学習のしかた 

１）国語の勉強              ２）算数の勉強 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

３）予習・復習をしましょう。 

 ☆予習 ○ 次に学習するところを読みます。 

（何を勉強するかを知り、わからないことは、授業でしっかり聞きましょう。） 

 ☆復習 ○ 授業で学習したところの教科書やノートを読み返しましょう。 

     ○ 大切なところをノートにまとめましょう。 

     ○ 家にある問題集をしてもよいです。 

     ○ 勉強に関係あるところやおもしろそうだなと思ったことを図かんやインターネ

ットで（家の人といっしょに）調べましょう。 

４）勉強が終わったら 

 ☆勉強が終わったらおうちの人に見てもらいましょう。（はんこ・サインをもらう） 

 ☆えん筆をけずり、明日の時間割をそろえましょう。 

 ☆明日使うものを用意しましょう。 

チャレンジしてみよう 

 

  

 

 

◇太陽や星の動きを観察する          ◇こん虫や植物の成長を記録する 

◇新聞で、気になる記事をぬき出し、感想を書く ◇都道府県を覚える 

◇習っていない漢字を漢字辞典で調べる     ◇作文・短歌などのぼ集に応ぼする 

家庭学習の手引き（３・４年生） 

 

☆教科書の文をていねいにノートに写

す。（視写） 

☆習った言葉を使って、短い文を作る。 

☆新しく習った漢字を練習する。 

☆好きな本や教科書を音読する。 

☆わからない言葉の意味調べをする。 

☆学校や図書館でかりた本を読む。 

☆日記を書く。  

 

☆くり返し計算練習する。 

☆文章題を書いて、式を立てたり計算したりす

る。 

☆終わったら、もう一度見直しする。 

☆まちがえた問題はもう一度やりなおす。 

☆家にあるドリルや問題集にチャレンジして

もよい。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwi8lN-pnKbKAhXCEpQKHeT0A54QjRwIBw&url=http://matome.naver.jp/odai/2128929341847082601/2128929373347089003&psig=AFQjCNH2AQ5V9AMFpTo7GJJ4rPtJ-1sguw&ust=1452754962574428
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjtlcCtlqbKAhWImZQKHfTLDX8QjRwIBw&url=http://illpop.com/gadget09.htm&psig=AFQjCNGwIHK87rt2ieyFCePEtcebZeNDzQ&ust=1452753362396692
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１．家庭学習の手順 

①テレビを消して、机の上をきれいにかたづけましょう。 

②時間を決めて早めに始めましょう。（目安は５０分から６０分です） 

③正しい姿勢で勉強しましょう。 

④宿題と音読を毎日しましょう。 

⑤宿題が終わったら、自主学習（予習・復習）をしましょう。 

 各自ノートを１冊用意しましょう。 

⑥家庭学習が終わったら、明日の準備をしましょう。 

２．自主学習のしかた 

１）国語の勉強              ２）算数の勉強 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 
 

３）予習・復習をしましょう。 

 ☆予習 ○ 次に学習するところを読みます。 

（何を勉強するかを知り、わからないことは授業でしっかり聞きましょう。） 

 ☆復習 ○ 授業で学習したところの教科書やノートを読み返しましょう。 

     ○ 大切なところをノートにまとめましょう。 

     ○ 家にある問題集をしてもよいです。 

     ○ 勉強に関係あるところやおもしろそうだなと思ったことを図鑑やインターネッ

トで（家の人といっしょに）調べましょう。 

４）勉強が終わったら 

 ☆勉強が終わったらおうちの人に見てもらいましょう。（はんこ・サインをもらう） 

 ☆鉛筆をけずり、明日の時間割をそろえましょう。 

 ☆明日使うものを用意しましょう。 

チャレンジしてみよう 

  

  

 

 

 

 

家庭学習の手引き（５・６年生） 

・３・４年生
      ねんせい

 

） 

 

◇昆虫や植物の成長を継続して記録する。        

◇歴史上の人物についての本を読んで感想を書く。◇都道府県を覚える。 

◇歴史上の出来事などについて、自分なりにイラスト（図式化）にして表してみる。 

◇新聞で、気になる記事を抜き出し、考えを書く。 

◇新聞や本などを利用して、気になることを自分なりに新聞にまとめてみる。 

◇習っていない漢字を漢字辞典で調べる。    ◇作文・短歌などの募集に応募する。  

☆教科書の文をていねいにノートに写

す。（視写） 

☆習った言葉を使って、短い文を作る。 

☆新しく習った漢字を練習する。 

☆好きな本や教科書を音読する。 

☆わからない言葉の意味調べをする。 

☆学校や図書館で借りた本を読む。 

☆日記を書く。  

 

☆くり返し計算練習する。 

☆文章題を書いて、式を立てたり計算したりす

る。 

☆終わったら、もう一度見直しする。 

☆まちがえた問題はもう一度やりなおす。 

☆家にあるドリルや問題集にチャレンジして

もよい。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwi8lN-pnKbKAhXCEpQKHeT0A54QjRwIBw&url=http://matome.naver.jp/odai/2128929341847082601/2128929373347089003&psig=AFQjCNH2AQ5V9AMFpTo7GJJ4rPtJ-1sguw&ust=1452754962574428
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjtlcCtlqbKAhWImZQKHfTLDX8QjRwIBw&url=http://illpop.com/gadget09.htm&psig=AFQjCNGwIHK87rt2ieyFCePEtcebZeNDzQ&ust=1452753362396692

